
      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほんわか・ほ通信 
１１４号 （２８・１０・０１発行） 全戸配布 

若 穂 地 区 住 民 自 治 協 議 会        
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保科・高井穂神社の赤
しゃあ

熊
ま

（奴巻）は １０月１６日 

《若穂のバス利用促進》  通学定期 １０％ 補助は１０月１日購入分から対象となります。 

全農杯・全日本卓球選手権大会に出場 

＝＝川田小の３名を表彰／支援金を贈り激励＝＝ 

 

■今年も「赤い羽根共同募金」「愛の助け 

合いバザー」にご協力をお願いします■ 

 

《《《 １０月の主な行事・イベント 》》》 

１０日（祝）  若穂市民運動会 

１９日（水）  代表区長会・理事会 

２３日（日）  わかほ福祉まつり（バザー） 

２９日（土）  人権を尊び差別のない明るい若 

     穂を築く市民集会 

 

12:00  八幡公民館出発 

  ｜ 

【町滝崎・久保・引沢経由】 

【途中、４か所で奴踊披露】 

  ｜ 

13:30 高井穂神社到着 

14:00 神楽奉納・赤熊（一本落し）奉納 

 

●補助対象は若穂に居住する小学校、中学校、義務教育学校（小中一貫校）、

高等学校、中等教育学校（中高一貫校）、特別支援学校、高等専門学校（１～

３年）、専修学校（高等課程）に通学する児童・生徒等の保護者です。●若穂を

走る路線バス「屋代須坂線」「大豆島保科温泉線」「綿内屋島線」の通学定期券

購入費の１０％を補助します。（百円未満切り捨て）●補助申請では、購入ごとの

「定期券発行証明書」を添付することになりますので保管しておいてください。 

１０月～来年３月の間に購入した分の申請は来年４月です／「定期券発行証明書」を保管して！ 

（朝の綿内駅バス停） 

髙井穂神社の秋の例大祭の中で催され、今回の

「殿様役」は小学２年の東条歩希君（八幡）。行列

途中で見事な奴踊が披露されます。綿内や川田

ではあまり知られていませんが、若穂の誇るべき

優れた伝統行事です。この機会にぜひご覧くださ

い。（氏子区は八幡・町滝崎・久保・須釜・在家・

引沢・五区。今回の元締は八幡の湯本幸さん） 

 

神戸市で開かれた全国大会に出場した

のは川田小学校の宮澤晴君（６年）、宮澤

玲君（４年）、宮澤望君（４年）。理事会の

席で３名を激励しました。おめでとう！！ 

第四地区との地域間交流が具体的にスタートします。１０月

２５日には、若穂から役員ら２０数名が代表訪問します。 

起源については多くの説があり定かでないが、江戸時代中期ごろから始まったと考えられています。（「若穂の文化財」参照 ） 

｝ 

 

《《 「御柱の年」毎に催される伝統行事 》》 

 

写真は前回のもの 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 若穂地区住民自治協議会（若穂支所内） ☎ 050-3583-5700  若穂有線 2062  e-mail  wakaho.j@grn.janis.or.jp ◇ 

 

 

今年も、安協若穂支部青年部が落合橋南詰交差点でシートベルト着用調査 

年々その傾向が強まる異常気象、懸念される大地震・・・防災は地域あげて怠りなく！ 

牛島区で防火防災訓練  初めての給水車による給水訓練も 

 

◆牛島区は８月１４日、牛島神社境内で恒例の防火防災訓練を行った。

区民１５１名（出席率８３％）が参加。熊本地震では飲料水の確保が課題

となったことから、今年初めて給水車による給水訓練（写真左上）と濾過

機による飲料水のつくり方訓練も実施した。また、昨年に続き２回目とな

る避難行動要支援者搬送訓練を１４班のうち半数の班で自動車と車い

すを使い行った。 

◆訓練は、お盆に合わせ毎年全戸対象に開いている。区民は防災無

線の訓練放送で班ごと第１次避難集合場所に集合した。各戸の安否確

認を行った後、班によっては要支援者役の人を自動車や車いすで搬送

しながら集まった。放水訓練では地元消防団の指導のもと小型消防ポ

ンプで防火用水の水を放水した。 

◆今年度共同募金の助成金により整備した発電機と灯光器を展示し、

区役員が万が一の水害や地震に備え夜間の災害対応や住民の避難に

効果を発揮すると説明した。 

◆義家友治区長（６９）は「いざという時のためにも訓練は大事。毎年行

い、災害に対する意識を高めていきたい」と話していた。（牛島：西村昇） 

 

 

 

自主防災会が防災訓練 ８／２７ 

 

 

（「こんなに揺れるの！」 地震体験車で

過去の大地震を実際に体験・・・） 

 

Q１ 「綿内、川田、若穂の旧駅に車は駐車できますか？」 

Ａ１ 綿内駅、川田駅の跡地利用については現在検討中ですが、市は、バス利用者のための駐車

を認めています。ご利用ください。申し込みや予約は不要です。ただし、バスが旋回するロータリー

部分は不可（表示に従う）。若穂駅は千曲川新道の工事終了後に利用することができます。 

Q２ 「大豆島保科温泉線の長野行きは、大豆島東団地で１０分間も停車・・・」 

Ａ２ 確かに、便によっては１０分程度の停車時間があります。落合橋の渋滞を考慮した ”時間調

整” だと思われますが、第１便は早朝のためスムーズに運行していて大豆島東団地での「１０分

間」につながっているようです。冬期の実績も含めながら、できるだけ時間短縮できるよう市（交通

政策課）と協議していきたいと考えています。 

バ
ス
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の 

ご
質
問
に
お
答
え
し
ま
す 

地 点 走行車数（イ） 着用者数（ロ） 着用率（ロ／イ）％ 

Ａ ６１ ５９ ９７  

Ｂ １１０ １０５ ９５ 

Ｃ １３ １３ １００ 

Ｄ ８９ ８８ ９９ 

Ｅ １２７ １１８ ９３ 

計 ４００ ３８３ ９６ 

 

 

後部座席の同乗者は一般道でも着用は義務付け。違反点数・反則金はありませんが身を守るために着用を！ 

（８月１９日午前７時～７時２５分調査） 

mailto:wakaho.j@grn.janis.or.jp

